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世界の「奇跡の水」

１．ルルドの水 （フランス） 年間５００万人が訪れるカトリック最大の聖地
２．トラコテの水 （メキシコ）
３．ノルデナウの水 （ドイツ）
４．フンザの水 （パキスタン）
５．日田天領水 （大分県）

人工的に[奇跡の水」は作れないか，
作るには奇跡の水の正体を知る必要がある。未だ十分には判っていない。
しかし、ﾏｲﾅｽ水素ｲｵﾝ存在が議論されている。

最も有名なものはフランスとスペインの国境になっているピレネー山脈のふもと
「ルルド(Lourdes)の泉」。この泉の水を飲んだ多くの人が、病気が治ったと効果を実
感して、世界で最も有名な「奇跡の泉」と言われるようになった。



通常，放射線照射した動物は感受性の高い消化管粘膜組織が壊死するため、
腸管粘膜に潰瘍が発症して下痢状態となり飼育水が汚れるのだが，．．．

高エネ水素水では、なぜ水の汚れが少ないのか。

研究の発端

放射線の生物影響の研究過程で放射線照射後、高エネ水素水中で
飼育したメダカの水の汚れが少なかった。

高エネ水素水には潰瘍や傷害からの回復を促進する効果があるのではないか。

「ルルド(Lourdes)の泉」のような効用があるのでは．．．．



放射線照射で人工的に腸管粘膜に障害を起こし、一週間後に標本作製

高エネ水素水中で飼育 通常の水道水で飼育

左：高エネ水素水で飼育したメダカでは粘膜の剥落が見られるが、
正常な形態が保たれている。

右：通常水における飼育では粘膜が殆ど失われ，筋層だけが残っている。



細胞種 MC3T3-Ｅ１ ＭＣＦ７ Ｕ２ＯＳ Ｈｅｌａ

通常培地による培養

高エネ水素水培地
による培養

通常培地では修復タンパクの発現が大きい。

高エネ水素水培地では発生した活性酸素が
除去されて遺伝子損傷が少ないために
産生された遺伝子修復タンパク質の量も
少ない。0
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紫外線同様に低線量放射線を照射して活性酸素による遺伝子損傷を引き起こし、
通常培地と高エネ水素水培地によって各種細胞を培養した。
産生された遺伝子修復タンパク質の量を計測した。
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培地（細胞）の培養実験のコメント
以下の細胞を使用して放射線照射後の遺伝子変異修復タンパク質(CMS1)の量を計測した。

MC3T3-E1 骨芽細胞
MCF7マウス乳がん細胞
U2OS骨肉腫細胞
Hela子宮頚癌細胞

低エネルギー放射線照射では活性酸素発生により遺伝子ＤＮＡの切断が起こる。
遺伝子の破壊があるとこれを修復するタンパク質が産生される。

ウエスタンブロットされた黒色バンドは修復タンパク質が多く産生されたことを示す。
グラフはプロットされたバンドの吸光度を測定して数値化グラフとした。

全ての細胞においても原水培地で培養した細胞では放射線による遺伝子損傷により
遺伝子修復タンパクの発現量が大きく放射線による遺伝子破壊を裏付けている。

これに対して高エネ水素水培地ではで培養した細胞では高エネ水素水による
活性酸素の除去による防護効果が働いてために修復タンパク質の産生が低下している。



活性酸素がもたらす悪影響

シミやシワといった肌トラブルの原因
白内障や皮膚がんのような重大な病気

活性酸素の産生要因

紫外線、大気汚染、電磁波、放射線
排気ガス、たばこ、加工食品、食品添加物
激しいスポーツ、ストレス

上記は、危険因子に近づかない、避けることで、ある程度は回避できる。

体内では酸素を利用し代謝が行われる。
この過程で自然に発生する活性酸素は回避不能。
酸素をすってエネルギー代謝すれば必然的に活性酸素が発生する。

ヒトは生きる限り活性酸素、いわば体の錆からは逃れられない。



『ルルドの水』がマイナス水素イオンを含んでいることを、
九州大学大学院の白畑実隆教授が実験的に証明。

これによって、我々は高エネ水素水がマイナス水素イオンを含んでいるために、
活性酸素の除去効果によって紫外線、放射線、あるいはヒトを取り巻く様々な
ストレスからの防護作用があると考える。

また地球上の生物は酸素を吸入する呼吸によって生きるが、ここで活性酸素が生まれる。

高エネ水素水で体の錆、活性酸素の除去が期待される。



抗酸化作用によってATP産生がはかどる

9

⚫ ATPについて

ＮＡＤＨの働きにより、ＡＴＰ（アデノシン三リン酸）が生産されます。ＡＴＰとは、食事から取
り入れた栄養素が運動エネルギーとして変換される際の最終形態です。要は、筋肉を動
かすエネルギーです。クエン酸回路の酵素は活性酸素発生の原因となることが知られて
おり、ちりも積もれば山になるので回数が多ければそれだけたくさんの活性酸素ができてし
まうことになります。

※このクエン酸回路(TCA回路)・電子
伝達系の働きは、酸化反応です、呼
吸により摂り入れられた、1日でおおよ
そ500ℓの酸素は、ここで消費され約
２％の約10ℓは活性酸素となります。

ATP

アデノシン三リン酸。ATPが分

解して無機リン酸を放出して

ADP（アデノシン二リン酸）に

変わる時に発生するエネル

ギーを使って筋肉を動かすこ

とから、エネルギー通貨と呼

ばれています。

ATP 化学構造式

ＡＴＰの生産代謝により「熱」が発生します。これが体温となるのですが、昨今、低体温症の人が急増
しています。平均体温の36.5℃から1℃下がっただけで、病気になりやすい状態になります。
①免疫力が３７％低下 風邪やインフルエンザ、病気にかかりやすく治りにくい。（アレルギー・がん細
胞が増加しやすい温度）体温が３５℃台はがん細胞が最も増殖しやすい温度であるともいわれており
ます。

②体内酵素の働き５０％低下 消化・吸収・分解・代謝の働き、内蔵機能が下がる（便秘・下痢・血行
不良・肩こりなど）

③基礎代謝も１２％低下 太りやすくやせにくい

エネルギー代謝効率の向上

ＡＴＰの増加は、体温アップのカギになる！！



現在，多くの「水素水」と名付けられた商品が多く出回っている。
多くは、バブリングや加圧することで水素ガスを溶存させることによって
水素分子を含む水としているようである。

我々が，簡便な計測装置で計測すると確かに水素分子が多く含まれているが
ほとんどの商品は開栓すると空気中に放散する可能性が大きい。

奇跡の水であるルルドの水も、その効用故にタンクなどに保存され水を求めるヒトに
供給されたが、産地を離れ、時間が経過したものは効果が無かったようである。

現代において販売されている水素水からも溶存した水素が放散することで
その効用が失われているのと同様と推論する。

水素は有効性が無いのか？

水素と水素水の抗酸化作用には疑う余地はない。

通常の販売されている水素水



農業分野
1964年にライ麦の発芽が早まることが中国で発表された。
塩分や水不足時のストレス耐性の向上。

医療分野
2007年以降に水素に関する医学的な研究が増加、血液透

析用水として応用、酸化ストレスや炎症、血圧の抑制、降
圧薬の使用量の減少などの効果が報告されている。

水素の体内動態
水素は分子が小さいために迅速に生体膜を通過し、
細胞の核とミトコンドリアまで達し、また血液脳関門も
通過試、全身に分布する。

作用機序に関して
水素分子がヒドロキシルラジカル（·OH）を直接還元するため、遺伝子発現を制御するためなどの理

由が提唱されている。水素の標的となっている分子は不明であるが、酸化ストレスの減少という結
果は共通しており、その抗酸化作用は明らか。

現在までに以下の事柄が報告、発表されている。



放射線障害防止効果があるなら、紫外線照射に対する防護効果は？

放射線と同様にDNA損傷が惹起されるなら、
高エネルギー電解水素水による防護効果が期待できる。

紫外線の皮膚への影響
太陽紫外線は皮膚細胞内外の多種の物質に吸収され生物反応を惹起する。特に

UV-B は細胞遺伝子DNA にシクロブタン型2 量体を生成することで独特の傷を生じて、
遺伝子変異を誘発する。
太陽紫外線を20～30 分も浴びると、数時間後から皮膚が赤くなり始める。サンバー

ンの始まりである。赤くなるのは皮膚血流量の増加によるものだが、その引き金は、
主にUV-B による表皮角化細胞の遺伝子に生じた傷である。傷は速やかに修復される

が、残存すると血管を拡張させる物質（プロスタグランディンや一酸化窒素）を生成し、
血流を増やす。皮膚が黒くなるサンタンもまた、少なくとも一部は遺伝子の傷が引き金
となっている。

皮膚に最も多く含まれるコラーゲン線維は繊維構造が破壊される。そして炎症を惹起
するインターロイキン（IL)が増加する。



紫外線照射による皮膚細胞の活性の
低下、コラーゲンの減少と炎症性サイ
トカインの増加を確認し、さらに高エネ
ルギー電解水素水によってこれらが防
止されることが確認された。
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実験室でpHを測定したところ原水ではほぼ中性であったが、
高エネ水素水のpHは弱アルカリ性で開放状態にしておくと
pHはしだいに原水と同様となる。

通常の水と高電場を加えた水では物性が異なる事を示唆している。

草木植物の成長や、食材としての野菜などが高エネ水素水によって
処理する事で良好な保存状態を保てるなど、様々な現象が報告されている。

現状では高エネ水素水の物性などのメカニズムは未だ研究途上である。

仮説としてマイナス水素イオンの発生等指摘されているが、
高電場を原水に作用する事でプラズマ状態となった水素が水中に居座っている。
その高エネ水自体の分析よりもバイオアッセイによる研究を優先し、

分子生物学的に高エネ水素水が生物にどのような有効的な影響を
及ぼすか継続して調査している。

高エネルギー水素水の特徴



今後の展望

高エネルギー水素水は長時間にわたってマイナス水素が保持されるために
培養細胞実験において
高エネ水素水を用いて作成して数ヶ月経過した培地でも抗酸化効果が示された。

最近の結果としては

皮膚の張りをもたらすのは新しいコラーゲンの産生である。
しかし、紫外線照射によって皮膚が老化するのは皮膚細胞の
コラーゲン産生能力の低下によるものである。

製作後数ヶ月経過した高エネ水素水で培地を作成して、細胞培養実験を行ったところ、
紫外線照射した皮膚細胞を高エネ水素水培地で培養したところ
コラーゲン産生能は非照射細胞の約80％近くまで回復した。

常時、高エネ水素水を飲用、洗顔、入浴などに使用する事で日焼けによる皮膚の
老化などを防止できるであろう、可能性を求めて研究継続していく予定である。


